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 眞室管を用いて微小直流竜墜の増幅を行 う場合は大なる利得が要求せられるので,交 流増幅
を用いる事が望ましい.そ の爲には壇幅器に入れる前に,被 測定電墜を交流 に攣換せねばなら
ぬ.こ の憂換法 として從來一般 に電磁的方法が採用せられている.然 るに電磁的断績器を用う
ると磁氣誘導の影響を完全に遮断する事がむつかしく,そ の製作が非常に困難である.叉 機械
的方法でも電氣的に驕動せ しむればやは り同様の困難を件 う.
 以上の貼を検討の上我 々は墾喚用断綾器 として,純 機械的方法を採川したが,好 結果を得た
ので ここに報告する次第である.
 我 々の蜥綾器はオルガンの振動片の原理に基いてお り,圖 示の如 き構造を有している.帥 ち
j,kが 端子で此 に被測定電璽を加 える.叉             g
j・kは 夫々 ・・bな る擁 蹴 つながつている ∂
撫 磁 野謙 麗禦翻 羅 丑 ・覧・・ 召
で小振動片Cの 先端にあり,Cの 一端は更に
主振動片dに 附着 している.bは 固定接黙で圖の如 き形をした弾條fの 先端についてい る.今
hよ り室氣を吹込 めばdが その固有振動数に從つて振動するのでaとbが 接,断 を繰返す事に
なる.dに 更にcを 附け,ま たfに 暉性を持たせたのは衝撃による不規則な振動を防 ぐ爲であ
る.但 しf自 身の固有振動敷に從つてfが 振動するのを避ける爲にeな るゴムをダ ンパーとし
て使用 した。叉gは 接鮎の断綾の調子を加減する爲の調整ね じである.
 以上がその構造であるが,此 の断綾器の断綾波形をブ ラウン管 によつて調べた所,調 整ね じ
を加減する事 によつて明瞭な矩形波が得 られ,且 断 と接 の時聞 も等 しい(こ の時に断績器の能
率は最 も良い)事 を認めた.猫 振動敬は3～0サ イクルであつた.
 次に市販の電磁的断績器の波形を調べたが極 めて不規則な高調波を含み,且 接臨の時間比は
約磁であつて調整ねじを加減 しても良 くはならなかつた.'
 次 に増幅器 として658A・ ・-6c6-6c63段 の抵抗結合に76をV.V.と した利得約105dbの 物
を作つて試作の断綾器を用いて測定を行つた所,前 述の市販品では電磁石の誘導作用の影響甚
しく指針の指示は極めて不安定で,且 激十 μvの 誘導電墜を生じ使用に耐 えなかつた.又 別に
機械的断績器 として某就製の,接 鮎のついた腕をカムで上下する事によつて接瓢を断績せしむ
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る通信機用糠電器を用いて同様の試験を行つた所,や は り騙動用電動機の誘導作用によ り100
μV程 度の誘導記巫を生 じ全然使用に耐えなかつた.從 つてこの様1: Pt1,nt的方法によれば非常
に綿密な遮蔽を施 さねば使用に耐えない事が判明する。
 然 るに我 々の試作品を用いた所かかる現象は杢然認められなかつた.但 し壇幅器自身の有 す
る雑音亀墜が1μv程 度あつた爲,そ れ以下の所の影#ge 1・よ確かめ得 なか つたが充分使用し得 る
もの と思われる.
 我 々の試作器では以上の様に製作容易で且磁氣誘導 に劃す る考慮を杢 く必要 としないが,な
お二三注意すべ き鮎があるのでそれを次 に述べる.
 先づ断綾器自身 に於ける起電力であるが,(簡軍に使用す るには迭風機によらすロで吹いて測
定を行 う事が出來 るが)口 で吹 くと肺 その他の漁氣により断績器を構成す る金属中の異種金属
聞に電池が構成 され趙電力を生ずる事がある.之 を防 ぐには,(の 全罷を成可 く同一金属で作
る事,(b)接 鼠固所を成可 く少 くする事,(c)各 部に耐漁性の絶縁塗料を塗 る事,等 の注意に
よつて防 ぐ事が出來,叉 常 に逡風捜により乾燥した室氣を吹込んで用いれば上記の心配は全然
不要である.叉 非常に微小な電璽の増隔に使用する際は接黙の摩擦による熱起電力を考慮せね
ばならぬ場含も起 り得る.か かる物合の封策 としては鐙付材料 として使用・金厨 との蒸起電力の
小さい物を選 び,例 えば硬銅に封しCd 70%, Su 30%の 物を用い,叉 接鮎 にも金を用い る事
が望 ましい1》.
 次に安定度であるが,室 氣を途 るのに彊弱の攣化が大きい と接黒占の接漸の時間比が攣 り指示
に攣化を來す.故 に常 に一定の墜力で室氣を途 る事が必要であるこの貼 に注意すれば安定に使
用する事が出來 る.
 猫Liston氏 等によつて上記のカム式による極めて高性能の増幅器が報告せ られているが,
その驕動に電動機 を用いるとすれば既述の如 くその遮蔽が甚だ困難であ り,我 々の容易に製作
し得 ると云 う目的には副わないものである.
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     ATheoretica1 Consideration on the Adsorption Isobar.1
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 2原 子氣照の吸ア1等巫線が濫度 の上昇 と共1こ一一旦低下 して極 小値 を取 り,後 上昇 して一つの
極 大値 を取 り,再 び低下 して行 くよ うな傾 向を有す るこ とは古 くか ら一般 的 に 忍め られてい る
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